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    王国 

〔1479～1931〕 

○【⑥          】王女の 

【⑦         】と， 

【⑧         】王子の 

【⑨           】の 

結婚により成立！ 

 

○1492 年，【⑩       】を

陥落させる！ 

（＝ナスル朝滅亡） 

⇒国土回復運動の完成 

ムワッヒド朝 〔1130～1269〕 

ムラービト朝 〔1056～1147〕 
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帝国〔962～1806〕 

フランク王国 

ドイツ イタリア イベリア半島 

東フランク王国 イタリア 

…分裂状態 

〔成立〕962 年 

○東フランク王オットー1 世が 

ローマ教皇からローマ皇帝の位を 

与えられる 

 

〔政策〕【⑫       】政策 

      …歴代皇帝が行った，イタリア

の支配を目指す政策 

 

〔国内の状況〕…国内は分裂 

○諸侯の力が強大 

○皇帝のイタリア政策で内政が手薄 

 

【ハインリヒ 4 世】 

○1077 年，カノッサの屈辱で 

   教皇グレゴリウス 7 世に屈服 

 

〔【⑬        】 の開始〕 

○ドイツ人による東欧への大規模な 

移住 

※ブランデンブルク辺境伯領の 

成立（1134） 

※ドイツ騎士団領の成立（1190） 

 

〔【⑭      】時代〕1256～1273 

○英・仏のあやつり皇帝が 2 名存在し

たが，実質は皇帝不在の期間 

 

西ゴート王国 

○ノルマン人侵入 

⇒両シチリア王国 

が成立（1130） 

 

○都市共和国の 

形成 

※ヴェネツィア 

※ジェノヴァ 

※フィレンツェ 

※ミラノ  等 

 

○イタリア支配を

めぐり，皇帝と教

皇が対立！ 

⇒諸都市内部では 

【⑳        】 

（ゲルフ） 

VS 

【○21         】 

（ギベリン） 

に分かれて抗争 

 

○両シチリア王国 

⇒ナポリ王国と 

シチリア王国に 

分裂！（1282） 

 

 

 

王子 

フェルナンド 

王女 

イサベル 
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③ 

④ 

⑤ 

⑪ 

【⑰     】が独立国家化（14C～） 

   

【⑱        】家が代々皇帝となる 

（15C～） 

【⑲       】が事実上独立（1499） 

〔【⑮         】〕 

○【⑯       】を発布（1356） 

   …皇帝選出権を七選帝侯に固定 


